
今月号の主な内容
美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち

6 香美町広報
平成21年 6月号
（第 51 号）

【写真】新緑にさわやかに響くメロディー
 瀞
とろかわだいら

川平・花と緑のつどい

　5 月 10 日、レンゲツツジが見ごろを迎

えた兎
う わ の

和野高原で「瀞川平・花と緑のつど

い」が行われました。

　村岡少年少女音楽隊の奏でるメロディー

が青空の下、高らかにイベントのオープニ

ングを飾りました。

・新香美町長就任あいさつ
・行政トピックス
　・香美町連合自治会新体制
　・長寿医療制度
　・出前講座
　・兵庫県知事選挙　ほか　
・まちの出来事　　　　　　            
・キラリ香美町　　
　( 別冊 けいじばん、いきいきカレンダー )
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新
香
美
町
長　

長 

瀬 

幸 

夫　

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
の
香
美
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
二
代

目
の
町
長
と
し
て
信
任
を
い
た
だ
き
、
町
の
経
営

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
15
日
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
が
、
翌
日
16

日
に
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
感
染
者
が

兵
庫
県
内
で
確
認
さ
れ
、
香
美
町
は
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
17
日

に
は
養
父
市
で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
南
但
学
区
（
養
父
市
、
朝
来
市
に
加
え
、

香
美
町
村
岡
区
、
小
代
区
を
含
む
）
に
お
け
る
学

校
や
施
設
を
休
校
な
ど
に
す
る
措
置
を
講
じ
ま
し

た
。
し
か
し
、
翌
日
未
明
に
は
豊
岡
市
で
も
感
染

者
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
急
き
ょ
町
全
域
で
休
校

な
ど
の
措
置
を
と
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
混
乱
を
招
く
よ
う
な
行
政
放
送
や
チ

ラ
シ
配
布
に
よ
り
区
長
・
自
治
会
長
様
を
は
じ
め

皆
さ
ま
に
大
変
な
ご
苦
労
や
ご
心
配
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
、
ま
ず
も
っ
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
迅じ

ん

そ

く速
な
情
報
伝
達
な
ど
に
多
大
な

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
百
年
に
一
度
の
世
界
的
な
経
済
危
機
と

言
わ
れ
る
不
況
の
な
か
に
あ
っ
て
、
本
町
を
取
り

巻
く
状
況
も
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
農
林
水
産
業
な

ど
の
各
種
産
業
に
お
い
て
も
所
得
が
低
下
し
、
今

後
も
税
収
の
落
ち
込
み
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
来
る

国
勢
調
査
に
お
い
て
は
、
人
口
減
に
よ
っ
て
地
方

交
付
税
の
減
額
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
合
併
し
て
10

年
目
か
ら
は
段
階
的
な
減
額
な
ど
が
予
測
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
町
の
活
性
化
、

所
得
の
向
上
を
図
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

行
政
の
要
で
あ
る
役
場
こ
そ
危
機
感
を
持
っ
て
取

り
組
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
庁
舎
内
で
自
ら
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
み
ま
す
。

　

一
つ
目
は
財
政
改
革
で
す
。

　

私
が
議
会
議
員
の
時
よ
り
大
事
に
し
て
い
る
言

葉
が
あ
り
ま
す
。

 

「
爾

な
ん
じ
の
ほ
う
、
な
ん
じ
の
ろ
く
は

俸
爾
禄　

民
た
み
の
こ
う
、
た
み
の
し
な
り

膏
民
脂　

　
　

  

下
か
み
ん
は
し
い
た
げ
や
す
き
も

民
易
虐　

上
じ
ょ
う
て
ん
は
あ
ざ
む
き
が
た
し

天
難
欺
」

　

福
島
県
二
本
松
市
の
旧
二
本
松
藩
戒か

い

せ

き

め

い

ひ

石
銘
碑
に

刻
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、「
お
前
の
俸
給
（
給
料
）

は
民
が
脂
汗
し
て
働
い
た
も
の
よ
り
得
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
忘
れ
て
民
を
虐

し
い
た

げ
る
と
、
き
っ
と
天

罰
が
あ
る
ぞ
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
税
金
を
一
円
た
り
と
も
無
駄
し
な
い



3 ※役場各課など主な施設の電話番号は、12 ページにあります。

＝　

長
瀬
幸
夫　

略
歴　

＝

　　

昭
和
14
年
５
月　

村
岡
区
村
岡
生
ま
れ
、
70
歳
。

　

昭
和
45
年
、
村
岡
自
動
車
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
。

生
業
の
か
た
わ
ら
、
平
成
３
年
、
兵
庫
県
立
網
干
高

等
学
校
を
卒
業
。
そ
の
後
、
平
成
７
年
４
月
か
ら
村

岡
町
議
会
議
員
を
３
期
、
平
成
17
年
５
月
か
ら
香
美

町
議
会
議
員
を
１
期
務
め
た
。

　

平
成
21
年
４
月
26
日
、
香
美
町
長
選
挙
に
当
選
。

　

５
月
15
日
、
香
美
町
長
に
就
任
。

平
成
21
年
６
月

香
美
町
長

よ
う
に
、
役
場
職
員
１
人
ひ
と
り
が
心
が
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
大
き
な
金
額
に
な
り
ま
す
。
特
別
職

の
報
酬
を
年
俸
に
し
透
明
化
を
高
め
る
の
も
そ
の

一
環
で
す
。

　

二
つ
目
は
組
織
改
革
で
す
。

　

戦
後
か
ら
続
い
て
き
た
縦
割
行
政
の
壁
を
低
く

す
る
こ
と
で
、
互
い
が
連
携
し
、
協
力
の
で
き
る

組
織
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
意
識
改
革
で
す
。

　

私
た
ち
公
務
員
は
公
僕
で
あ
り
、
皆
さ
ま
の
奉

仕
者
で
あ
る
と
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
皆
さ
ま
の

目
線
に
立
っ
て
信
頼
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

不
平
不
満
や
不
信
感
を
抱
か
れ
る
よ
う
で
は
職

員
は
失
格
で
す
。

　

私
も
職
員
と
と
も
に
、
真
の
奉
仕
者
と
し
て
知

恵
と
汗
を
か
い
て
頑
張
る
所し

ょ

ぞ

ん存
で
す
。

　

と
も
に
夢
が
持
て
る
香
美
町
を
創つ

く

り
あ
げ
る
た

め
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
し
、
町
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。　
　
　

町民の目線で
　すすめる
　　まちづくり

町民の目線で
　すすめる
　　まちづくり

▲職員１人１人に握手をする長瀬町長（5月 15 日初登庁）



行政トピックス
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平
成
21
年
度

香
美
町
連
合
自
治
会
新
体
制

会
長
に
向
谷
悦
男
氏

　

６
月
9
日
、
役
場
本
庁
舎
で
、
平

成
21
年
度
香
美
町
連
合
自
治
会
総
会

が
開
催
さ
れ
、
事
業
報
告
や
決
算
、

役
員
体
制
、
事
業
計
画
、
予
算
な
ど

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

連
合
自
治
会
の
役
員
体
制
に
つ
い

て
は
、
各
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
役
員

よ
り
互
選
さ
れ
、
総
会
の
承
認
を
受

け
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
会
長
に
は
、
向
谷
悦

男
氏
（
村
岡
区
高
津
）
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
お
世
話
に
な
る
各

集
落
の
区
長
、
自
治
会
長
お
よ
び
自

治
区
長
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

地区 区または
自治会（区）名

区長または
自治会（区）長名

香

住

区

香
住
地
区

境 田中　啓夫
一日市 長　一仁
若　松 伊藤　嘉明
香　住 中村　曉
西香住 上田　孝
七日市 倉橋　豊治
駅　前 西垣　勇
森 岡﨑﨑　吉晴

間　室 山村　俊雄
油　良 山根　一夫
矢　田 濵田　勝也
下　浜 谷口　一郎

奥
佐
津
地
区

九　斗 秋山　正樹
米　地 八木　幸男
丹生地 今西　修輔
西下岡 佐下　定行
下　岡 井越　政明
上　岡 釜本　日出男
隼　人 黒野　幹彦
畑 青山　喜一

大　梶 山盛　和義
三　川 原田　耕治
土　生 三上　隆夫
本見塚 杉立　弥一郎

佐
津
地
区

相　谷 西村　隆夫
奥安木 田中　秀春
浜安木 安井　正
訓　谷 寺川　喜久男
無南垣 大　　正博

柴
山
地
区

浦　上 今西　眞策
上　計 寺川　幸成

沖　浦 松井　宏彦

長
井
地
区

守　柄 山田　啓治
加鹿野 瀧本　齊
三　谷 原　誠二
大　谷 藤澤　秀興
大　野 小田垣　恵
小　原 高橋　清之
中　野 西川　利男
藤 西岡　清隆

八　原 北脇　勇治

平成 21 年度　区長・自治会長・自治区長名簿（平成 21 年 5 月 21 日現在）

地区 区または
自治会（区）名

区長または
自治会（区）長名

香

住

区

余
部
地
区

市　午 谷口　眞治
梶　原 山﨑　順治
浜 竹内　義昭
西 山本　美津男
御　崎 岡辻　善守
鎧 上根　嘉明

村

岡

区

村
岡
地
区

東　上 横井　健次
東　中 田村　武夫
本　町 八次　一夫
野々上 伊藤　正和
殿　町 中村　彰男
水　上 今田　義男
川　上 池口　重雄
中　西 山田　祥二
新　町 轟　晴光
西本町 山本　裕彦
用　野 田中　好和
鹿　田 鉄屋　享
相　田 東　達雄
神　坂 石原　敬一
萩　山 小谷　正留
板仕野 岡田　義之
大　糠 西村　忍
光　陽 宅見　公
高　井 中村　一男
寺河内 上田　重夫
耀　山 東垣　典雄
市　原 西口　正悦

兎
塚
地
区

福　岡 西田　修
八井谷 井上　政信

大　野 大林　昌弘

口大谷 田中　剛

中大谷 藤岡　登

大　笹 田邊　文夫

高　坂 井上　亮二

池ヶ平 西井　孝司

和　池 西村　功

森　脇 森　隆

地区 区または
自治会（区）名

区長または
自治会（区）長名

村

岡

区

兎
塚
地
区

黒　田 山根　亀久二
宿 上田　彬雄
日　影 西村　計一
作　山 山本　徹

射
添
地
区

入　江 山根　清吉
和佐父 森　价紀
和　田 小谷　勝明
長　板 田渕　善人
熊　波 諏訪　宏榮
柤　岡 岸本　正人
丸　味 小林　市郎
川　会 野村　六合司
高　津 向谷　悦男
長　須 丸山　美登
味　取 岡本　廣治
原 浅田　重男
長　瀬 北村　登
山　田 吉田　常喜
小　城 中山　明正
境 尾崎　政夫

小

代

区

神　場 林本　嘉宣
広　井 坂本　良輝
水　間 藤澤　昌彦
野間谷 朝倉　寿文
実　山 井上　菊夫
平　野 長岡　正
茅　野 古岡　菊雄
新　屋 田野　新一
秋　岡 吉田　博昭
東　垣 今井　司郎
佐　坊 井上　克巳
鍛治屋 井上　秀幸
貫　田 宮脇　壽一
忠　宮 井上　敏和

久須部 福田　清

大　谷 小林　創
城　山 穴田　正徳
神　水 毛戸　良久
石　寺 木村　吉弘
猪之谷 前田　敏
熱　田 田淵　一義

・
会　

長　

向
谷　

悦
男
（
村
岡
区
）

・
副
会
長　

長　
　

一
仁
（
香
住
区
）

　
　
　
　

藤
澤　

昌
彦
（
小
代
区
）

・
理　

事　

岡
﨑　

吉
晴
（
香
住
区
）

　
　
　
　

大　
　

正
博
（
香
住
区
）

今
西　

眞
策
（
香
住
区
）

　
　

山
本
美
津
男
（
香
住
区
）

　
　
　
　

八
次　

一
夫
（
村
岡
区
）

　
　
　

井
上　

菊
夫
（
小
代
区
）

・
会　

計　

井
上　

政
信
（
村
岡
区
）

・
監　

事　

釜
本
日
出
男
（
香
住
区
）

　
　
　
　

木
村　

吉
弘
（
小
代
区
）

（
47
）

（
52
）

（
21
）



 
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

〜 

7
月
初
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す 

〜

　

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
で
は
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
保
険
料
額
に
つ
い
て
は
、
７
月
初
旬
に
決

定
通
知
書
を
対
象
の
皆
さ
ん
に
送
付
し
ま
す
。

①　

４
月
か
ら
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
）
さ

　

れ
て
い
る
人

　
　

平
成
21
年
度
保
険
料
額
か
ら
４
・
６
・
８
月
の
特
別　

　

徴
収
額
（
仮
徴
収
額
）
を
差
し
引
い
た
残
額
が
、　

10
・

　

12
・
２
月
に
分
け
て
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　

　

  

１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
10
月
分
で
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　
　

「
保
険
料
納
付
方
法
変
更
申
出
書
」
を
提
出
さ
れ
た

　

場
合
、
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
で
の
お

　

支
払
い
）
に
変
わ
り
ま
す
。

②　

制
度
に
加
入
す
る
直
前
に
被
用
者
保
険
（
政
府
管　

　

掌
健
康
保
険
、
健
康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
な
ど
）
の

　

被
扶
養
者
だ
っ
た
人

　
　

平
成
21
年
４
月
か
ら
平
成
22
年
３
月
ま
で
は
、
軽
減

　

後
の
額
（
２
１
９
６
円
）
が
特
別
徴
収
、
ま
た
は
普
通

　

徴
収
に
よ
り
徴
収
さ
れ
ま
す
。

③　

①
、
②
以
外
の
人

　
　

７
月
か
ら
普
通
徴
収
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に

　

な
り
ま
す
。
普
通
徴
収
の
納
期
は
７
月
か
ら
翌
年
３
月

　

ま
で
の
９
回
で
す
。

　
　

た
だ
し
、
普
通
徴
収
の
人
で
も
10
月
以
降
に
特
別
徴

　

収
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、「
保

　

険
料
額
決
定
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
を
お

　

送
り
し
ま
す
。

○
特
別
徴
収
・
普
通
徴
収
に
つ
い
て

①
特
別
徴
収

　
　

原
則
と
し
て
、
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医

　

療
制
度
）
の
対
象
者
は
、
年
金
か
ら
差
し
引
い
て
保

　

険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

②
普
通
徴
収

　
　

次
の
人
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
金
か
ら
の
徴
収
は

　

行
わ
れ
ず
、
納
付
書
や
口
座
振
替
な
ど
に
よ
り
、
保

　

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

・
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人

　

・
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
合
わ

　
　

せ
た
額
が
、
年
金
額
の
2
分
の
1
を
超
え
る
人

　
○
保
険
料
の
減
免
基
準
に
つ
い
て

　
　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
申
請
に
よ
り

　

保
険
料
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

　

・
災
害
で
大
き
な
損
害
を
受
け
た
と
き

　

・
所
得
の
著
し
い
減
少
が
あ
っ
た
と
き

　

・
ほ
か
の
被
保
険
者
や
世
帯
主
が
死
亡
し
た
こ
と
な

　
　

ど
に
よ
り
、
世
帯
の
所
得
が
軽
減
判
定
基
準
以
下

　
　

と
な
る
と
き

　

・
一
定
期
間
給
付
の
制
限
を
受
け
た
と
き

＋

＝

（　平成 20 年中の総所得金額など
－ 330,000 円）× 8.07％

①所得割額

43,924 円

②均等割額

平成 21年度保険料額
（最高限度額 50万円）

①＋②

※　「総所得金額など」とは、収入額から控除
　額を引いた金額です。（ここでいう「控除額」
　とは、公的年金等控除額、給与所得控除額、
　必要経費のことをいい、所得控除（社会保
　険料控除、扶養控除など）は含みません）

保
険
料
の
お
支
払
い
方
法

保
険
料
の
計
算
方
法

　

保
険
料
額
は
、
平
成
20
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
計
算

し
て
い
ま
す
。

 

な
お
、
平
成
20
年
中
の
世
帯
（
世
帯
主
と
世
帯
内
の

被
保
険
者
）
の
総
所
得
金
額
な
ど
が
一
定
金
額
以
下
の

場
合
は
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局

　

℡

０
７
８
・
３
２
６
・
２
０
２
１

5 ※役場各課など主な施設の電話番号は、12 ページにあります。
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6

平
成
21
年
度
「
出
前
講
座
」
開
講

講　座　名 講　座　内　容 担当部署

1 予算から見たまちづくり 平成 21 年度予算から見たまちづくり 総務部総務課

2 地上デジタル放送 地上デジタル放送受信のための共聴施設改修 (共聴組合対象 ) 総務部企画課

3 町税のしくみ 町税の概要と制度改正 総務部税務課

4 環境保全とゴミ問題 環境保全とゴミ問題、ゴミの資源化・減量化
健康福祉部町民課
環境センター

5 自主防災 自主防災組織の活動

健康福祉部町民課6 住民登録・戸籍 住民登録、住基カード、戸籍の概要、各種届出・証明

7 悪徳商法 悪徳商法（無料点検商法・架空請求）から身を守る

8 国保・年金・福祉医療制度
国民健康保険の制度と税、国民年金の制度、福祉医療
の助成制度

健康福祉部
町民課 ･健康課

9 健康づくり 健康づくりに関する栄養・運動指導など

健康福祉部健康課
10 介護予防 転倒骨折予防、認知症予防、高齢者の食生活改善支援など

11 長寿医療制度 長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

12 特定健診・特定保健指導 特定健康診査、特定保健指導

13 介護保険のあらまし
介護保険制度、利用できるサービス、介護保険料、地
域包括支援センターの業務などの概要

健康福祉部福祉課14 福祉施策 福祉の各種制度（児童福祉、高齢者福祉、障害者福祉）

15 転倒予防講座 高齢者のための「転びにくい体づくり」

16 子育て支援 子育て学習、子育て子育ち支援センターの概要

17 山陰海岸ジオパーク 山陰海岸ジオパークの概要とその魅力 産業部観光商工課

18 農振農用地と農地転用 農振農用地の指定と解除、農地転用許可 農業委員会

19 道路網 但馬地域の高速交通網と整備の現状 建設部建設課

20 水道 水道のあらまし
建設部上下水道課

21 下水道のしくみ
浄化センター見学、汚水処理のしくみ（再生水）など
（一般対象、小学生対象）

22 歴史文化遺産 歴史文化遺産の解説

教育委員会

23 人権講座 ワークショップにより、人権について考える

24 星空への招待 宇宙、天体についてわかりやすく解説　

25 体力づくり支援 健康体操など　

26 古代体験の森での体験学習 古代の生活体験をわかりやすく解説

27 生活習慣病 高脂血症、糖尿病、高血圧など　
公立香住病院

28 在宅介護 介護の心得と身体のお世話

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
総
務
部
総
務
課　

　

出
前
講
座
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
主
催
さ
れ
る
集
ま
り
に
、

町
職
員
が
講
師
と
し
て
出
向
き
、

担
当
す
る
業
務
に
つ
い
て
お
話

を
す
る
も
の
で
、
下
記
の
よ
う

な
講
座
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

要
望
に
応
じ
て
、
こ
れ
以
外
の

業
務
に
つ
い
て
も
、
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
対
象

　

原
則
と
し
て
、
町
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
10
人

以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

●
開
催
日
時
・
場
所

　

原
則
と
し
て
、
平
日
午
後
1
時
か
ら
午
後
9
時
の
間

で
、
90
分
以
内
。
会
場
は
町
内
。

●
会
場
の
手
配
な
ど

　

会
場
の
設
営
や
講
座
運
営
は
、
申
し
込
み
団
体
が

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
会
場
使
用
料
が
必
要
な
場
合
は
、

申
し
込
み
団
体
が
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

●
講
師
料
な
ど

　

講
師
料
は
無
料
で
す
が
、
材
料
費
な
ど
は
、
申
し
込

み
団
体
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法

　

開
催
予
定
日
の
2
週
間
前
ま
で
に
、
役
場
総
務
部
総

務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
開
催
日
時
や
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
変
更

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
開
催
に
あ
た
っ
て

　

政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と
し
た
講
座
に
は
講
師
を

派
遣
で
き
ま
せ
ん
。
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７
月
５
日
（
日
）
は
、
兵
庫
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

　

投
票
区
ご
と
の
投
票
所
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
香
住
区
の
三
川
、
土
生
、
御
崎
の
各
投
票
所

で
の
投
票
は
、
午
後
７
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
投
票
所
入
場
券
」
が
な
く
て
も
、
本
人
と
確

認
で
き
れ
ば
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

【
期
日
前
投
票
所
】

　
　

役
場
本
庁
、
村
岡
地
域
局
、
小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　

（
小
代
地
域
局
）

　
　

※
住
所
地
に
関
係
な
く
、
町
内
の
ど
の
期
日
前
投

　
　
　

票
所
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

【
投
票
時
間
】

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
選
挙
人
名
簿
登
録
地
以
外
に
お
け
る
不
在
者
投
票

　

香
美
町
の
選
挙
人
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
、

長
期
出
張
な
ど
に
よ
り
、
町
内
で
投
票
が
で
き
な
い
場

合
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
日

　

７
月
５
日
（
日
）
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

期き

じ

つ

ぜ

ん

日
前
投
票
お
よ
び
不
在
者
投
票

　

６
月
19
日
（
金
）
〜
７
月
４
日
（
土
）

　

投
票
日
に
旅
行
な
ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
早

め
に
期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
選
挙
人
名
簿
登
録
地
に
お
け
る
投
票

　

本
人
が
、「
投
票
所
入
場
券
」
を
持
参
し
、
期
日
前
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。（
認
印
な
ど
は
不
要
）

投票日（７月５日）の投票区と投票所

投票区 投票所 投票区の区域

香
住
区

第 1投票区 若松コミュニティセンター 境、一日市、若松

第 2投票区 香住文化会館 香住、西香住、七日市、駅前

第 3投票区 森区会館 森、間室、油良、守柄、加鹿野

第 4投票区 下浜公会堂 矢田、下浜

第 5投票区 奥佐津地区公民館 丹生地、西下岡、下岡、上岡、
隼人、本見塚

第 6投票区 畑区会館 畑、大梶

第 7投票区 旧奥佐津小学校三川分校 三川

第 8投票区 土生区会館 土生

第 9投票区 佐津地区公民館 九斗、米地、訓谷、無南垣

第 10投票区 浜安木区会館 奥安木、浜安木

第 11投票区 相谷区会館 相谷

第 12投票区 柴山保育所 浦上、上計、沖浦

第 13投票区 長井地区公民館 三谷、大谷、大野、小原

第 14投票区 中野区会館 中野、藤、八原

第 15投票区 余部地区公民館 市午、梶原、浜、西

第 16投票区 御崎区会館 御崎

第 17投票区 鎧区公民館 鎧

村
岡
区

第 18投票区 大字会館 東上、東中、本町、野々上、殿町、
大糠、光陽

第 19投票区 香美町村岡地域局 水上、川上、中西、新町、西本町、
用野、鹿田

第 20投票区 神坂子育て ･子育ち支
援センター

相田、神坂、萩山、板仕野

第 21投票区 高井子育て ･子育ち支
援センター

高井、寺河内、耀山、市原

第 22投票区 旧日影体育館 宿、日影、作山

第 23投票区 福岡体育館 福岡、八井谷、大野、黒田

第 24投票区 和池公民館 高坂、池ヶ平、和池、森脇

第 25投票区 大谷子育て・子育ち支
援センター

口大谷、中大谷、大笹

第 26投票区 射添地区公民館 入江、和佐父、和田、丸味、川会、
高津、小城

第 27投票区 味取体育館 長須、味取、原、長瀬（チミ・
クスミを除く）

第 28投票区 柤岡子育て・子育ち支
援センター

柤岡、熊波

第 29投票区 山田体育館 山田、境、長瀬のうちチミ・ク
スミ

第 30投票区 長板公民館 長板

小
代
区

第 31投票区 香美町小代地域局 野間谷、久須部、大谷、熱田、
城山

第 32投票区 忠宮へき地保育所 實山、平野、茅野、貫田、忠宮

第 33投票区 秋岡へき地保育所 新屋、秋岡、東垣、佐坊、鍛治
屋

第 34投票区 小北へき地保育所 神場、広井、水間、神水、石寺、
猪之谷

　

①
香
美
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
、「
投
票
用
紙
等

　
　

請
求
書
兼
宣
誓
書
」
を
電
話
な
ど
で
請
求
し
ま
す
。

　
　

（
香
住
区
の
人
は
役
場
本
庁
へ
、
村
岡
区
・
小
代
区

　
　

の
人
は
各
地
域
局
へ
）

　

②
「
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
を
受
け
取
っ
た
ら
、
必
要

　
　

事
項
を
記
入
し
提
出
し
ま
す
。

　

③
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
選
挙
人
に
投
票
用
紙

　
　

な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

　

④
投
票
用
紙
な
ど
の
交
付
を
受
け
た
ら
、
最
寄
り
の

　
　

選
挙
管
理
委
員
会
へ
出
向
き
投
票
し
ま
す
。

　
　

※
最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
を
行
っ
て

　
　
　

い
る
と
き
…
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　
　

※
最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
を
行
っ
て

　
　
　

い
な
い
と
き
…
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
そ
の
ほ
か
の
不
在
者
投
票

【
指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票
】

　
　

早
め
に
院
長
な
ど
に
対
し
、
不
在
者
投
票
を
す
る

　

旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
の
手
続
き
は
院

　

長
な
ど
が
行
い
ま
す
。

【
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
】

　
　

体
が
不
自
由
で
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
（

　

「
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
害
」
２
級
以
上
の

　

方
な
ど
）
に
は
、
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
制

　

度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
投

　

票
に
先
立
ち
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

　

け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き

　

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　
　

香
美
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
部
総
務
課
）　
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町内で 3人の方々が
受章されました　

　昭和 50年 4月に初当選
して以来、旧香住町議を
6期 24 年、平成 7年から
平成 11 年までの 4 年間
は議長を務められました。
その間、平成 9 年には兵
庫県で第 1 号となる人権
啓発推進条例の制定など
に尽力されました。

　受章について「長い間支えていただいた皆さ
んと家族のおかげです。自分ひとりではとても
成し遂げることはできなかったと思います。本
当に感謝しています。これからの若い人には、
魅力あるまちづくりをしてもらいたいです」と
語られました。

 町議を通算 6期 24 年間

旭日双光章　寺田 武夫さん（香住区香住・81 才）

　平成 6 年 7 月に就任し
て以来、旧村岡町長を 3
期 11 年、平成 17 年 4 月
の合併から 3 年間は香美
町長職務執行者、助役、
副町長を務められました。
　その間、平成 17 年の香
住町、村岡町、美方町の
合併の際には合併協議会

長として香美町の誕生に貢献されました。　　
　受章について「驚くとともに、大変うれしい
です。今の行政は難しい状況にありますが、若
いときに地方自治の基礎を学ぶとともに、机の
上だけでなく多くの人と会って力をつけて欲し
いです」と語られました。

 町長を通算 3期 11 年間

旭日双光章　岩槻 健さん（村岡区福岡・76 才）

　昭和 41年 5月に旧村岡
町消防団に入団して以来、
42 年間にわたり地域の安
全・安心を守る消防団員
を務められました。その
間、平成 15 年から 2 年
間は旧村岡町消防団長を、
平成 17 年 4 月から 3 年
間は香美町消防団副団長

を務められました。
　受章について「消防活動が好きでしたし、仕
事中でも上司や同僚の理解があり、有事の際は
出動できました。受章もこのような周りの人の
理解と協力があってこそだと思います。大変感
謝しています」と語られました。

 消防団を通算 42 年間

瑞宝双光章　浅田 重男さん（村岡区原・66 才）

8

（掲載は順不同）

おめでとうございます

 平成 21 年度 春の叙勲

　「ゆうすげ」では、毎週火、水曜日に行っていた通
所リハビリテーションを7月 1日から月曜日から金
曜日までの週５日に増やします。
　定員 10名のアットホームな雰囲気の中で、リハ
ビリや認知症予防のための頭の体操を行います。

　香住病院　介護老人保健施設「ゆうすげ」

通所リハビリテーションを週５日に増やします

●通所リハビリテーションとは・・・

　要介護・要支援状態の人が可能な限り自宅

などで自立した日常生活を営むことを目的と
して、施設に通い、理学療法、作業療法その
他必要なリハビリテーションを行うことを指
します。
　これにより、心身の機能回復、生活機能の
維持向上を目指します。

●問い合わせ先　
　ゆうすげ　℡0796・36・1166

※ご利用については担当ケアマネージャー

　にご相談ください。

●サービス内容、利用条件　

　①通所リハビリテーション…要介護 1～ 5

　②介護予防通所リハビリテーション…要支援 1、2

旭日章：国家または公共に対し功労がある者のうち
　　　　功績の内容に着目し、顕著な功績を挙げた
　　　　者が授与対象　
瑞宝章：国家または公共に対し功労がある者のうち
　　　　公務等に長年従事し、成績を挙げた者が授
　　　　与対象



こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（4/26 ～ 5/31）の届出分の内、承諾
　を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）　

9 ※役場各課など主な施設の電話番号は、12 ページにあります。

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た

　

５
月
２
日
に
村
岡
区
熊
波
渓
谷
で
発
生

し
た
行
方
不
明
者
捜
索
活
動
へ
の
協
力
に

対
し
て
、
熊
波
区
と
柤
岡
区
に
長
瀬
町
長

か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

「捜索協力に対して」
　柤岡区
（区長　岸本正

ま さ と

人さん）

「公民館や物資の提供に対して」
　熊波区
（区長　諏訪宏

ひ ろ え い

榮さん）

－編集後記－
　『継続は力なり』。
　叙勲を受章された方々
の取材を通じてこの言葉
の意味をかみしめました。
　自分なりにより見やすく
なればと思い、今月号から
少し誌面を変えてみました
が、なかなか思うようにな
りません。
　少しずつ「継続は力な
り」を実行していきます。
（みうら）

※このコーナーは、先月（4/26 ～ 5/31）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。
 （届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。



　5月 4日、山陰海岸国立公園と余部鉄橋を眺めながら
余部地区公民館から余部埼灯台を往復する「ジオパーク
ウォーキング」が開催され、子どもから大人まで約５０
人が、往復約 8㎞の海岸線を歩きました。
　参加した人は景色を楽しみながらそれぞれのペースで
灯台を目指し、約１時間半かけて灯台に到着しました。
　余部埼灯台では、第 9回を迎えた「余部埼灯台まつり」
が開催されており、地元の特産であるサンショやフキの
佃煮、焼き魚などが販売されていて人気を集めていまし
た。また、灯台から飛ばした紙飛行機の飛距離を競う紙
飛行機飛ばし大会も行われ、多くの子ども達で賑わって
いました。
　ジオパークウォーキング参加者の１人は「この企画を
新聞で知って早速申し込みました。香住海岸の素晴らし
さを体感できて満足です。今日見た景色以外にも、地質
遺産と呼ばれる貴重なスポットがたくさんあると聞いて
います。それらをわかりやすく紹介できるパンフレット
があればいいですね」と語ってくれました。

★★★絶景を見ながら初夏を散策
ジオパークウォーキング・第9回余部埼灯台まつり（香住区）

★★★うみまる君とハイチーズ
海上保安庁展（香住区）

　海上保安庁の活動を知ってもらおうと、4月 23 日（木）
から 5月 6日（水）まで、香住区境の香美町海の文化館
において「海上保安庁展」が開催されました。
　会場では、海上保安庁から提供を受けたパネルなどに
より「保安庁創設 60 年の歩み」や「海難救助」、「自然
災害への対応」などが紹介されていました。
　また、5月 3日には海上保安庁のマスコット「うみま
る君」が登場し多くの人が記念撮影を楽しんでいました。
　来場者の１人は「保安庁のことがよく分かりました。
うみまる君と会えてよかったです」と話していました。
　海の文化館では、魚の絵コンテスト（7月末～ 8月末）
などの絵画展や企画展示などを行う予定ですので、ぜひ
ご来場ください。

▲展示物をバックに「うみまる君」と記念撮影をする来場者

▲紙飛行機、日本海までとんでいけ

▲絶景を横目に灯台目指してウォーキング

▲多くの来場者でにぎわう灯台まつりの会場
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　石楠花が見ごろを迎えた小代区新屋の全国石楠花公園
で５月３日、「第９回全国しゃくなげ公園まつり」が開
催され、多くの行楽客でにぎわいました。
　祭りでは「石楠花」にちなみ、長さ 30㎝ほどの「ひしゃ
く」を投げる毎年恒例の「全国しゃく投げ大会」が行わ
れ、子どもから大人まで県内外から約 100 人が参加しま
した。
　家族で参加した竹

た け し ろ こ う き

代幸起さん（明石市）は、「2回目
の参加です。しゃく投げ大会のために来ました。昨年は
入賞できなかったので今年はリベンジしたいです」と話
してくれました。

　5月 4日、日本の滝百選に選ばれている猿尾滝周辺で「猿
尾茶家 3周年感謝祭」が開催されました。
　猿尾茶家は、平成 18 年に地元有志で構成された猿尾ゆ
うゆう会が建てた施設です。今年は 4月 29 日にオープン
し、土・日・祝祭日に猿尾滝を訪れる観光客に地元特産
品の販売などを行っています。
　感謝祭では、訪れた人に感謝の気持ちを込め、地元野
菜などを煮込んでそうめん入れた「猿尾鍋」100 食分を無
料提供しました。
　地元から遊びに来ていた山本紗

さ ら

羅さん、紗
さ や

耶さん（8歳、
村岡区日影）の双子の姉妹は、「この祭りをを楽しみにし
ていました。お鍋にはそうめんが入っていてとてもおい
しかったです」と大変満足そうでした。

★★★矢田川をきれいなままに・・・
第22回小代渓谷まつり（小代区）

　5月 4 日、秋岡のもみじ広場で「第 22 回小代渓谷ま
つり」が開催されました。会場では、早朝からやまめ釣
り大会が行われたほか、こどもつり教室や魚のつかみ取
りが行われ、多くの来場者で賑わいました。
　魚のつかみ取りでは、保育園児や小学生が、びしょ濡
れになりながら、泳いで逃げるやまめを捕まえようと、
歓声を上げて追いかけていました。
　里帰り中でお母さんと参加していた久保琴

こ と か

香ちゃん（3
歳、亀岡市）は、「魚をつかむのは難しかったけど、と
ても楽しかった。またしたいです」と笑顔で話してくれ
ました。

▲逃げる魚をうまくつかめるかな

★★★世界記録目指して、とんでいけ！
第9回全国石

し ゃ く な げ

楠花公園まつり（小代区）

▲おもいっきり「しゃく」を投げる参加者

▲新緑にたたずむ茶屋

▲

猿
尾
鍋
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
る
山
本
さ
ん
姉
妹

★★★おいしそうな猿尾鍋に舌つづみ
猿尾茶屋３周年感謝祭（村岡区）

11 ※役場各課など主な施設の電話番号は、12 ページにあります。



役場本庁舎　36・1111

　　　　　　( 代表 )

　総 務 課　36・1111

　企 画 課　36・1962

　税 務 課　36・1113

　会 計 課　36・4321

　町 民 課　36・1110

　健 康 課　36・1114

　福 祉 課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建 設 課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321

　　　　　　( 代表 )　

小代地域局　97・3111

　　　　　　( 代表 )　

教育委員会　94・0101

　香住分室　36・3764

　小代分室　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住地域

　福祉センター　36・4345

香住老人

　福祉センター　36・5008

村岡老人

　福祉センター　98・1000

小代高齢者生活

　支援センター　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870
の
１

tel 　
0796・

36 ・
1111　

fax　
0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@

tow
n.m
ikata-kam

i.lg.jp
ホームページ　　http://w

w
w
.tow
n.m
ikata-kam

i.lg.jp
ふ
る
さ
と
香
美
（
第
5
1
号
）
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成
2
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年
6
月
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日
発
行

■
発
行
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庫
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美
町
■
企
画
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集
／総
務
部
企
画
課

この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙を使用しています。
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米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
で
平
成
18
年
度
か

ら
平
成
20
年
度
ま
で
３
年

連
続
で
金
賞
を
受
賞
し
た

村
岡
米
。

　

豊
か
な
自
然
と
生
産
者

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
結
晶

が
、
す
ば
ら
し
い
味
を
生
み

出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
を
記
念
し
て

５
月
17
日
、
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
村

岡
支
店
で
村
岡
米
の
生
産

者
、
消
費
者
、
流
通
業
者
が

集
ま
り
「
良

り

ょ

う

し

ょ

く

み

ま

い

食
味
米
生
産
者

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
受
賞
者
の
皆
さ
ん
が

話
さ
れ
た
米
づ
く
り
に
か

け
る
情
熱
や
そ
の
秘
訣
と

は
・
・
・
。

　

米
づ
く
り
を
す
る
土
地
や
気
候
に

合
わ
せ
た
有
機
質
肥
料
を
上
手
に
使

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
堆
肥
は
土
づ
く
り
の
た
め
に

散
布
し
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
効
果
が
出

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
良
い
米

を
つ
く
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
い
い
米
を
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

　

米
づ
く
り
は
、
そ
の
地
域
の
自
然
環

境
と
そ
れ
に
見
合
っ
た
栽
培
方
法
が

肝か

ん

じ

ん心
で
す
。

　

標
高
の
高
い
と
こ
ろ
で
米
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
の
で
生

せ

い

ち

ょ

う長
が
遅
れ
ぎ

み
に
な
り
ま
す
が
、
時
期
を
見
極
め
て

肥
料
や
堆た

い

ひ肥
を
散
布
し
て
い
ま
す
。
息

子
夫
婦
と
分
担
し
て
農
業
を
営
ん
で

い
ま
す
が
、
収
穫
量
で
は
な
く
品
質
に

こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

第 10 回大会
総合部門金賞受賞
　田中敬二さん（村岡区板仕野）

▲第 10 回大会
水田環境部門特別優秀賞受賞
　森井省吾さん（村岡区萩山）
　

▲ 第 9回大会
水田環境部門金賞受賞
　山根弘さん（村岡区黒田）

▲

▲第 8回大会
水田環境部門金賞受賞
村岡米生産組合長
　池口重雄さん（村岡区村岡）

　

米
づ
く
り
を
す
る
う
え
で
、
い
つ

も
も
う
一
ラ
ン
ク
上
の
米
を
目
指
し
、

「
お
い
し
い
米
と
は
何
な
の
か
」
と
常

に
追
求
し
て
き
ま
し
た
。

　

村
岡
米
生
産
組
合
で
は
、
栽
培
ご
よ

み
に
従
っ
て
米
づ
く
り
を
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
頼
り
き
り
に
な
ら
ず
、

「
稲
の
顔
」
を
見
て
、
い
つ
肥
料
を
欲

し
て
い
る
か
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
の
農
業
は
も
う
か
り
ま
せ
ん
が
、

収
入
が
あ
が
れ
ば
き
っ
と
後
継
者
も

で
き
る
と
思
う
し
、
若
い
人
に
は
農
業

に
対
し
て
「
作
る
お
も
し
ろ
さ
」
を
見

出
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
水
・
空
気
・
気
候
」
と
い
っ
た
環

境
に
恵
ま
れ
た
な
か
で
、
栽
培
技
術
に

お
い
て
も
、
例
え
ば
「
中
干
し
」
一
つ

と
っ
て
も
何
の
た
め
に
行
う
の
か
、
そ

の
目
的
を
十
分
考
え
て
行
う
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

消
費
者
は
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
食
味
の
よ
い
も

の
を
求
め
て
い
る
の
で
、
高
品
質
な
も

の
を
生
産
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
訪
ね
て

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
訪
ね
て

金
賞
の
味 
「
村
岡
米
」 

★★キラリ！ 香美町キラリ！ 香美町キラリ！ 香美町キラリ！ 香美町

　7月 1日を調査基準日として、6月

下旬から事業所や企業に調査票を配布

しますのでご記入をお願いします。

経済センサス - 基礎調査にご協力をお願いします

●経済センサスとは・・・
　商店や工場、営業所、事務所、学校、旅館、
学習塾、病院、寺院など、すべての事業所が対
象となる統計調査です。
　この調査により、この国や地域における産業
の規模や基本構造が明らかになるとともに、こ
の調査で得られた数値などは、今後、さまざま
な施策を行ううえで重要な資料となります。

●問い合わせ先　役場総務部企画課

まちのうごき
（平成 21年 5月 1日現在）

合　計　21,479 人（－ 39）

　男　　10,206 人（－ 17）

　女　　11,273 人（－ 22）

世帯数  6,931 世帯（＋   9）
カッコ内は前月比


